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1　方針決定までの協議プロセス及び協議スケジュール

(中遠広域事務組合作成)

埋立ごみの民間委託化事業について、中遠広域事務組合圏域での検討となることから、

基本的には、 5自治体が共同して取り組む。なお、事業主体が取り組むべき事項は、それ

ぞれの自治体の責任のもと、必要な合意プロセスを踏み、予算化する。

また、本協議プロセスによる具体的なスケジュールは次ページ(別紙)のとおりである。

この方針決定にあたり、本圏域の最終的な目標である「ゼロエミッション(全量資源化)

の達成」を前提に、検討を進める。

埋立ごみの民間委託化にかかる協議プロセス

③研究結果の整理

④基本方針(案)の検討

⑤方針決定

⑥令和8年度予算 

○現状把握
・委託する内容の整理(廃棄物の処理手法・量等)

○民間委託先の調査の考え方

・調査に当たっての視点(着眼点)の整理

○資源化処理が可能な手法を調査

○資源化処理又は埋立処分が可能な業者リストの作成

○民間委託先の調査の考え方に基づき、直接聞き取り

(ヒアリング)

O 「②調査研究」結果に基づき、比較表を作成

○ ③の「比較表」から、複数の民間委託パターンを

整理

○ (仮)埋立ごみの民間委託先にかかる基本方針※を作成

※民間委託パターンを選定するに至った考え方

○基本方針の決定

○具体的な民間委託パターンの決定

○令和9年1月以降の民間委託費用の計上
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(別紙)埋立ごみの民間委託化の実現に向けた協議スケジュール
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・検討過程の中間報告

・方針決定(報告)

方針(案)中間報告

・予算議案上程

令和7年1月
磐田市焼却灰が全量資源化

(民間委託へ)

令和8年12月　令和9年1月へ
-宮最終処分場　全ての埋立ごみを

埋立期限(最長)民間で委託処理開始
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